
 

２学期が始まりました 
 ８月 28日（水）から、２学期がスタートしました。 

 今年は、10月２日からのキッズデイズに伴い、夏休みが３日間短くなりました。始業式

では、全校児童 46名が出席でき、とてもうれしかったです。昨年に続き、今年の夏休みも

暑かったですが、児童が事故や病気などで大変だったという報告もありませんでした。何

もなかったようで安心しました。 

さて、1 学期終業式で私は、次の「四つのことをしよう」とお話しをしました。 

 

 

 

 児童の多くは、四つの約束を守りしっかりとした生活ができ、1学期の終

業式の時よりもたくましく成長したように感じました。 

２学期は、学芸会、おかざきっ子展や、マラソン大会、市民体育祭、修学旅行など、文

化的な行事や体育的な行事が多くあります。各教科の学習だけでなく、学校や地域の行事

等で、さらに心や体が大きく成長することを願っています。 

さらに、始業式では、児童に、「自覚」について話しました。4年生以上の子は自覚という

言葉をこれまでに聞いたことがあるようでした。「自覚」とは、自分がやらなければならな

いことを理解し、そしてよりよい行動に繋げることだと思います。そこで、「常磐東の小学

生としての自覚」について、何をしたらよいのか、児童に尋ねましたが、少し質問が難し

かったようなので、「求めて はげむ」の校訓や「常磐東小学校の校章（松葉に東）」を紹

介すると、児童の表情が急に明るくなったような気がしました。 

「一年生の子は、もう幼稚園や保育園の園児とは違います。」 

「二年生の子も一年生とは違います。何がよいか、悪いかはしっかり判断できます。」 

「三年、四年生は、低学年の子とは違います。自分の目標をもって頑張れます。」 

「五年、六年生は、自分のことだけでなく周りが見られ

ます。高学年としてみんなの見本やお手本となる行動を

取ることができます。」 

 特に、六年生は、「あいさつ」はもちろん、学校の最高

学年としていろいろな行事の準備・運営になくてはなり

ません。学校、地域、子供の家でも、他学年の児童をリ

ードしてよい方向へ導くことができます。 

 私たち、教職員も、教師としての自覚をもち、児童が

安心して充実した学校生活が送れるよう、一丸となって

取り組んでまいります。どうかよろしくお願いします。 
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１ あいさつや返事をしっかりしましょう。 

２ 思いやりをもって家のお手伝いをしましょう。 

３ 運動や勉強（理科の研究や読書）などをしましょう。 

４ 健康や安全に気をつけ、命を大切にしましょう。 

ドローンで撮影した学校写真 



 本校は、現在３つの団体や事業から研究助成を受けて防

災教育を行っています。 

 一つ目は、内閣府主催の「2019 年度 防災教育チャレ

ンジプラン」です。 

昨年度、「学校・地域・関係諸機関が連携した防災活動」

をテーマに論文を応募しました。その内容を高く評価して

くださり、全国 15団体の 1つに選ばれました。 

 二つ目は、愛知県小中学校 PTA 連絡協議会からの研究委

嘱です。本校の PTA役員さんが中心となって「家庭教育力

の強化を図る～防災活動を通して」（仮称）について、現在

研究実践しています。 

 三つ目は、「第 19回 ちゅうでん教育」の振興助成です。

今年の６月に、中部電力が主催している学校教育支援事業

に論文を応募したところ、８月 15日に助成が決定して通知

が来ました。 

 これらの助成はすべて、本校がこの６年間継続している

「防災学習」についての研究実践です。 

保護者の皆様には、8月 17日に保護者全員を対象に「土

砂災害に備えるためのアンケート」を実施しました。また、

来る９月 12日の学校保健委員会・授業参観においても、「わ

が家のマイ・タイムライン」について子供たちと協力して

15分ほどかけて作成することを予定しています。 

地域の皆様には、ピンク色の「地域の防災に関するアン

ケート」をお願いしているところです（小丸町については

回収済みです）。 

 現在、学校（校長・教頭・研究主任・６年担任）、大学（愛

知工業大学教授、岐阜大学准教授）、地域（社教・総代・学

校評議員）、PTA役員、NPO法人（株ｴｰｱｲｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ）、行政

（市社会福祉協議会）からなる防災会議を５月・７月の２

回実施しています。 

 これまで大学の方々が中心となってアンケートやマイ・

タイムラインの基礎を作成していただきました。それを防

災会議や学校で審議し、地域の総代さん方に配布や回収を

お願いしています。回収されたアンケートは防災会議

で分析をして、児童がそれらを読み取り、地域に発信

をしていく予定です。 

 今後さらに保護者や地域の皆様にご協力をいただ

くことがあると思いますが、どうかよろしくお願いい

たします。 防災会議 


